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　育児休業制度は、育児をしながら働く人が仕事と家庭を両立でき
るよう、平成４年にスタートしました。女性だけではなく、男性も
取得できます。育児・介護休業法では、「子が１歳に達するまでの間（子
が 1 歳を超えても休業が必要と認められる一定の場合には、子が１
歳 6 か月に達するまで）、育児休業をすることができる」と定めら
れています。一定の場合とは、保育所の申し込みをしたけれども入
所できない場合や、配偶者が病気などにより子を養育できなくなっ
た場合など。法律で義務化されているので、会社に制度がなくても
権利を行使することができ、会社がそれを理由として解雇や不利益
な取り扱いをすることは禁止されています。申し出は、休みたい日
の１か月前までに書面で行います。企業によっては、「子どもが満３
歳に達するまで」など、法律を上回る内容の制度を定めていること
もあります。
　厚生労働省の調査によると、共働きの夫婦が多くなっている中、
出産後も仕事を続けたいと思っている女性は増えていますが、実際
には約７割が第１子出産を機に仕事を辞めています。
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をとる！

子育てを

積極的に

楽しむパパ

育児休業制度とは？
　また、男性の約３割が育児休業を取りたいと考えていますが、実
際の取得率は１％台です。男性が家事や子育てに費やす時間も、1
日 1 時間（うち子育ては３０分）で先進国中最低の水準となってお
り、その分、女性に子育てや家事の負荷がかかっています。女性側
に偏る負荷を解消し、子育てしやすい環境整備を進めていくために
は、父親の働き方の見直しや子育てへの積極的な関わりが不可欠です。
　改正育児・介護休業法では、父親も子育てができる働き方の実現
を目指し、父母ともに育児休業を取得する場合の取得可能期間延長
や、労使協定による専業主婦（夫）取得除外規定を廃止し、配偶者
が専業主婦（夫）や育児休業中であっても、育児休業を取得できる
ようにしています。

育児・介護休業に定められている両立支援制度

(1) 育児休業制度　　　　　　 (2) 子の看護休暇制度
(3) 時間外労働の制限　　　　 (4) 深夜業の制限
(5) 勤務時間の短縮等の措置　 (6) 不利益取扱いの禁止
(7) 転勤についての配慮

男女共同参画社会

未来に向けて
　男女共同参画社会基本法の制定から丸１０年という節
目を迎え、前号でこれまでの歩みを振り返りました。今
号では現状、そしてこれからに目を向け、２０代３０代
の人たちには、男女共同参画社会という考えがどのよう
に浸透して来ているのかを取り上げてみました。
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富士フイルム（株）伴 聡さん
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取
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　パープルリボン・プロジェクトとは、紫色のリボ
ンを身につけることで、ＤＶ（ドメスティック・バイ
オレンス）について関心を持ってもらい、被害者た
ちに勇気を与える運動です。１９９４年、アメリカ
のニューハンプシャー州の小さな町で生まれた草の
根運動で、現在では世界４０か国に広がっています。
日本では２０００年に取り組みが始まりました。

　小田原市内を中心に活動している登録女性団体の
相互の交流と、情報交換を目的に開催している女性
団体代表者会議（現在４９団体登録）では、今年度「Ｄ
Ｖ防止」をテーマに取り組み、ＤＶ根絶を願う意思
表示として、パープルリボン活動を展開しました。
各団体でパープルリボンを作成し、リボンを身につ
けたり、配布したりして啓発活動をしました。
　女性団体の中からは、「ＤＶという問題を、なか
なか自分の身近に感じられない」という声もありま
したが、女性団体代表者会議としては、パープルリ
ボンによる地道な啓発活動に意義があるとし、２３
年度も引き続きＤＶ防止に向け、パープルリボン・
プロジェクトを継続することが決まりました。

パープルリボンをつけよう

　前号でも取り上げたように、男女平等を実現するためにさまざまな法
が整備され、イクメンプロジェクトなどで、国も男性の育児への関わり
を積極的に応援するまでになってきました。しかし一方で最近では、就
職が厳しいことなどから専業主婦志向の若い女性が増えているとも言わ
れています。小田原在住の若者たちがどんな考えを持っているのか、20
歳を迎える成人式運営委員 9人のうち、5人のかたに話を聞きました。
　委員長の和田さんはじめ女性４人は「仕事を持ち、結婚して子どもが
できても仕事を続けたい」という希望を持っていました。育児には実家
の助けを借りるとか、育児をしながらでも続けられる環境の整った会社
を選びたいなど、具体的に考えている人もいます。仕事を選ぶ際には、
性別は意識しないとのこと。特に看護師を目指す男性の北村さんは、「男
だから女だからということは、今まで意識したことはないし、結婚して
も当然家事も育児も一緒にやっていくつもりです」と力強く言っていま
す。北村さんの家庭では、父親が家事を手伝っており、母親からも「こ
れからは男性も家事ができないと」と言われていたといいます。そのため、
お互いできることは当然協力しあうという考えが自然と生まれたので
しょう。
　法が整備されたとはいえ、現実的に今の社会や職場には、まだまだ意
識や環境など、変えていかなければならない問題が多くあります。ただ、
これから社会に羽ばたく若い世代の皆さんには、力まず自然体で身近な
ところから男女共同参画社会を目指していってほしいと思います。

　〔パープルリボンの基本理念〕
１　暴力は、生まれつき暴力的な人がいるのではなく、
今までの人生で学んでしまった行動パターンです。

２　暴力は人々が我慢することで広がります。
３　暴力を許さない人が増えれば、それだけ暴力を減ら
すことができます。

４　パープルリボン・プロジェクトは、人々が暴力に怯
えないで安心して暮らせる社会を目指します。
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和田さん

北村さん

若林さん

細川さん

町田さん

●•· 小田原に住んで３０年。潮騒と緑に囲まれたこ
の街から、今後も新たな息吹を発信できたらい
いなと思います（Ｒ）

●•· 大好きな事を一生懸命やっているとすてきな出
会いが巡ってきます。おだわらの風もそんな場
所でした（Ｔ）

●•·わが家では夫は仕事、妻は家庭。今や少なくなっ
てきている専業主婦の私の生き方はいかに？
（Ｙｕ）

●•· らしく生きることの大変さすてきさを感じまし
た。誰もが「～らしく」生きられる小田原に！

　　（Ｙｏ）

●•· 風の編集に参加して、出会ったたくさんの人に
ありがとう（Ｍ）


